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1 . は じ め に

こ れは ､ 北京大学図書館古籍善本閲覧室蔵の『児女英雄博』の版本に つ い て ､ 20 0 2 年 7 月 ､

8 月 に､ 調査 した結果をまとめたもの で ある｡

晴代 の 北京語語嚢研究 の ため に ､ 言語資料と して の 『児女英雄博』 の 版本を整理 し､ 今後

の 中国語研究 に活用する こ とを目的と した作業 の 一

環 である ｡

2 . 『児女英雄僧』 の版本 に関する研 究

太田 (1 9 9 3) で は ､ ｢ 訓話 と校勘+ にお い て 『児女英雄博』 の早期 の版本 に つ い て 次の よ

う に解説 して い る ｡

[抄 本]

刊本と は別 に､ 早期 の 抄本 が北京図書館 で発見され た ｡ こ の小説 の 最も早 い 形態 を知る手

がかりを提供するもの ら し い ｡ 現在は ､ 影印公刊 を待 つ しかな い ｡

[ 光緒四年刊本]

現在 ､ 最も早 い 時期 の 刊本と言わ れる の が ､ 光緒四年 (1 8 7 8) 北京衆珍堂書坊か ら刊行さ

れ た木活字本である ｡ 誤りが多く ､ 善本 とは い えな い
｡

[ 申 報 館 本]

上海申報館本から､ おそらく光緒四年に ､ 鉛印本が 出て い る ｡ 固首 の 詞に ､ ｢ 調寄西江月+

の 五字が加えられて い る｡ 孫槽第 『中国通俗小説書 目』 に ｢ 劣+ と決め付 けられ た ｡

しかし､ これは ､ 光緒四年刊本を継承する善本で ある ｡ その理由として ､ 抄本及 び､ 光緒
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四年本 の み に見える特徴 と してあげる
"

賓子
' '

(
``

賓貝
”

の 意) の語が 申報館本 にも同様に使

われ て い る こ と等が挙げられ る ｡

[ 光緒六年刊本]

董何 の 評を本文中に割り込ませ ､ 光緒六年に同 じ衆珍堂か ら刊行され た評本である ｡ 誤字

もあるが ､ 四年本より少な い ようで ある ｡ 影印が な い ため ､ 次の 二 著 による こ と になる ｡

･ 人民文学出版社本 『児女英雄博』於 瞭校注 19 83 年

･ 斎魯書社本 『還読我書室主人評 児女英雄偉』 爾弓枝釈 1 989 年

[輩 英 館 本]

石印､ 有評､ 有句読｡ 毎回二葉の絵図がある｡ 第
一

の 図に
``

光緒十三年歳次丁亥秋日, 上

元柳渓陳作梅 , 給於輩英館
”

と記す｡ 文字 は極めて誤りが多い ｡ 北京図書館に蔵す ると いう

がその 他は余り見か けな い ｡ 句読が つ い て読み やす い こ と ､ 及び衆珍堂 の誤りを訂正 して い

る所が多い こ とが特徴で ある｡ しか し､ こ の 作業を通 じて ､ 句読を つ け間違えたり､ 字句 を

臆改して しま っ た点が少なくな い ｡

[ 亜 東 本]

後 に､ こ れを新式標点化 し､ 董評や絵図な どを除 い たもの が亜東図書館本と して ､ 出版さ

れた｡ 胡適､ 江原放 の校読後記がある｡ 19 25 年排印本｡ 民国期 の鉛印本は ほとん ど こ れ によ

る ｡

3 . 問 題 点

現在 ､ 存在 の確認され て い る早期 の 版本 に つ い て は ､ こ こ に述 べ られて い る通りで ある ｡

今 の 時点で は ､ [光緒四年刊本] が最も初期に刊行 され た版本 とみ なされて い る｡ 更に ､ 古

い もの と して ､ こ こ で触れ られ て い る [抄本] に つ い て は ､ 斎魯書社本 の後記 で もそ の存在

が指摘 ぎれて い た が ､ こ れまで ､ 実際に内容を見る こ とは出来なか っ た ｡

そこ で ､ 2 0 0 1 年 9 月 ､ 北京図書館 (現在 は国家図書館) にお い て ､ その抄本 の存在を確認

し､ [ 抄本] ､ [ 光緒 四年刊本] ､ [ 光緒六 年刊本] の 一 部の 語桑 に関する比較対照作業を行 っ

た ｡ そ の 結果､ 使用 して い る語嚢に関 し て は､ や はり､ [ 抄本] は [ 光緒 四年刊本] の 方に

近 い と いう結論を得た ｡ だ が ､ こ れ らの 版本 のうち, 三者また は､ 二者で使用され て い る語

嚢 に対立が ある場合 ､ 必ず しも､ [ 抄本] と [ 光緒 四年刊本] と の 間で完全 に
- 敦 して い る

と い うわ けで はなく､ また ､ こう した対立 の ある語桑に つ い て ､ 汎用性 の 観点か らみ ると[ 光

緒六年刊本] の方が ､ 僅か に高 い と い う こ とも分か っ た ｡

こ こ まで の研究で は ､ まだ[ 抄本] の書か れ た年代が い つ 頃な の か ､ 特定するまで には至 っ

て い な い ｡ 更に､ 北京語の 語桑を研究する際､
い ずれの 版本 の 語嚢に拠る こ とが最善 の 策な

の か ､
つ まり､ 語桑研究 の 資料 と して 最良 の 善本と言える の は ､ 現段階で ､ 果た して[ 抄本]
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なの か ､ それ と も､ [ 光緒四年刊本] や [光緒六年刊本] な? か ､ と い う最も重要な問題 に

解決を見て い な い の で ある ｡

こうした問題を儲決する ため に ､ 改め て ､ 現在､ 閲覧可能な刊本 に つ い て整理をし､ [光

緒四年刊本] と [光緒六 年刊本] の 位置付けを再確 認すると共 に､ こ れ ら の 資料を中心 に ､

刊本間に生ずる語嚢 の 差異 の 問題を考え直 して行きた い 思う｡

そ こ で ､ まず ､ 今回は､ 2
･
0 0 2 年 の 調査結果 に基 づき ､ 此京大学図書館古籍善本閲覧室 が所

蔵する 『児女英雄博』 版本 に つ い て内容を整理する ｡

北京大学図書館古籍善本閲覧室 の所蔵する 『児女英雄博』 に つ い て ､ 現在 まで に把握で き

たもの を以 下に挙げる ｡

4 . 北京大学図書館古籍善本閲覧室所蔵 『児女英雄僧』 版本

図書カ ー

ドに つ い て は ､ 北大書名目録 ､ 北大善本特蔵目録､ 馬氏特蔵書名片の 三種類 の場

所か ら､ 『児女英雄博』古手関す る版本 の カ ⊥
ドの存在を確認で きた ｡

以 下､ 配列 の順番は ､ 版本 の 整理番号 の若い 順 に従 っ た ｡

(1)

[整 理 番 号]

8 1 3 . 3 3 7

0000

1 C l

2 C l

[ 図書 カ ー

ド]

馬氏特蔵書 N α4 9 0043 3 . 1 00 4 33 . 2

[刊刻 ･ 印刷 の情況]

『鬼女英雄博評語』 四十回

京都 隆福寺路南衆珍堂書坊馨尭 木活字

[刊 行 時 期]

光緒 四年歳次戊寅孟秋校字 (1 8 7 8 年)

[ 著 者 名]

燕北開人原本吾了翁重訂

[ 批 点]

無評

[ 行 格]

毎半菓十行 ､ 行 二 十二字

[辺 欄] ･

四周双辺
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[ 冊 子 形 式]

十冊 二 函

[特 徴]

･ 量は多くな い が ､ 栄華によ る校勘がある｡

例 : 第九回 二乗表九行 到 〔今〕 年

第九回 四菓表三行 鬼 〔阿〕 我

･ 四十回七 十九丁 (巻末) に､ 2 つ の 読書印がある｡

｢ 己卯閏月十 二 日人迷聞心意+ ､ ｢ 庚辰四月初三 日人迷同心讃+ ｡

･ 四十回七十九丁 (巻末) に ､ 宋筆で ｢民団十九年三月六日平妖主人讃過
一

遍+ の 書き込み

がある ｡

･ 光緒夕陣 日人間心馨文三氏 己桃迷輝貢置+ の宋印が ､ 初回を除く各巻頭 にある｡

( 2)

[ 整 理 番 号]

⊂] 8 1 3 . 3 3 7

0 0 0 0

1

: 2

: 3

: 4

[ 図書カ ー ド]

北大善本特蔵目録 N o .
1 3

[刊刻 ･ 印刷 の 情況]

『鬼女英雄博評話』 四十回

京都 隆福寺路南衆珍堂書坊馨尭 木活字

[刊 行 時 期]

光緒四年歳次戊寅孟秋校字 (1 8 7 8 年)

[著 者 名]

燕北開人原本吾了翁重訂

[ 批 点]

有評 ､ 有標点｡ ( 筆記)

[ 行 格]

毎半菜十行 ､ 行 二十 二字

[ 辺 欄]

四周双辺
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[ 冊 子 形 式]

二十四冊 四函

[特 徴]

･ 天頭 に毛筆によ る批評と ､ 標点 の ある批点本 で ある｡

･ また ､ 校勘 の形跡もあり､ 校本である可能性もある｡

･ 四十回巻末に董何 の 宋印が ある ｡

( 3)

[ 整 理 番 号]

8 1 3 . 3 3 7

0 0 0 0

C 2 : 1

C 2 : 2

[ 図書カ ー ド]

馬氏特蔵書 N o.4 9

[ 刊刻 ･ 印刷 の情況]

『鬼女英雄博評語』 四十回

京都隆福寺路南衆珍堂書坊馨尭 木活字

[刊 行 時 期]

光緒六 年歳次庚辰孟畑校字 (1 8 8 0 年)

[著 者 名]

燕北開人原本 吾了翁重訂 還讃我書室主人評

[ 批 点]

有評

[行 格]

毎半菓十行 ､ 行 二十 二字

[ 辺 欄]

四周双辺

[冊 子 形 式]

二 十冊 二函 饗匝

[ 特 徴]

･ 序
一

葉表に馬廉蔵書印がある｡

･ 本文中に ､ 2 行で評が割り込ませ てある｡

-
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(4)

[ 整 理 番 号]

8 1 3 . 3 3 7

0 0 0 1

1
-

2
-

[ 図書カ ー ド]

馬氏特蔵書 N α4 9 0 0 4 3 4 . 1 0 0 4 3 4 . 2

[ 刊刻 ･ 印刷 の 情況]

『絡固鬼女英雄俸』 四十回

(木活字)

[刊 行 時 期]

光緒壬辰刊 ( 光緒十人年/ 1 8 9 2 年)

[ 著 者 名]

燕北開人原本

[批 点]

有評

有絵図

[ 行 格]

毎半菓十行､ 行二 十二 字

[ 辺 欄]

左右双.辺

[ 冊 子 形 式]

二十冊 二 函

[ 特 徴]

･ 首 回縁起 の
一

葉 二葉 ､ 第十 一

回十二葉 ､ 十三葉な どに は､ 絵 図が有る ｡

･ 出版元 の記述はな い ｡

･ 絵 図を差 し込んで ある以外 ､ 本文 の 文章部分 の 版式 に関して は [ 光緒六年刊本] と全く同

じで ､

一 見非常 に良く似て い る ｡ しか し文字 (活字) が異なる部分もある の で ､ 全く同 じ

版 で はな い こ とが分か る ｡

･ また ､ [光緒六年刊本] の 目録 の後 に見 られる ｢ 衆珍堂版書目+ が刷 られた菓もな い ○
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( 5)

[ 整 理 番 号]

8 1 3 . 3 3 7

0 0 0 3

[ 図書 カ ー ド]

北大書名目録 N α9 6

[ 刊刻 ･ 印刷 の 情況]

『全図足本正編鬼女英雄俸評語』 正編

嶺編

上海助新書局出版

[刊 行 時 期]

民囲十 二 年春三月 (1 9 2 3 年)

[ 著 者 名]

燕北開人著

[批 点]

無評､ 有標点 ( ｡ ) ｡

有絵図

[行 格]

毎半菓十五行､ 行三 十
一

字

[辺 欄]

単辺

[冊 子 形 式]

十六 巻 四函

十二 巻 四十回

四巻 三 十二 回

[特 徴]

･ 版心の 中縫 に 個 第首回+ ､ ｢ 囲第
一

回第二 削 と書か れ､ 巻頭 に絵図 の 菓が差し込まれ て

い る｡

･

特 に北京大学 の もの 以外､ 蔵書印などは見 られ な い
｡

(6)

[ 整 理 番 号]

8 1 3 . 3 3 7

0 0 0 4

[ 図書カ ー ド]

北大書名目録 N o .9 6
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[刊刻 ･ 印刷の情況]

『侠女奇縁』 四十回

上海蘇報館刊印

[刊 行 時 期]

光緒戊成年仲秋 (光緒二十四年/ 189 8 年)

[ 著 者 名]

燕北開人原本吾了翁重訂

[ 批 点]

無評｡ 有標点 ( ､) ｡

[ 行 格]

毎半菓十五行､ 行三 十六字

[ 辺 欄]

四周双辺

[冊 子 形 式]

八冊
- 函

[特 徴]

･ 巻首 線起首回 一 乗表に 『小自在』 の蔵書印有り｡

･ 書扉 の 裏面 に､ 『是書筆法不洩不深雅俗可以共賞且叙事措情時若春 山平遠時若秋整聾奇賓

是今人拍案叫絶光緒廿三 年三月廿五 日起随報附送』 と の筆記がある ｡

( 7)

[ 整 理 番 号]

8 1 3 . 3 3 7

000 0 . 5

[ 図書 カ
ー

ド]

北大書名目録 N o .9 6

[刊刻 ･ 印刷 の 情況]

『絡 囲正凄鬼女英雄俸』 四十回

[ 刊 行 時 期]

光緒壬辰刊 ( 光緒十人年/ 1 8 9 2 年)

[ 著 者 名]

還讃我書室主人

[批 点]

有評 ､ 有標点 ( ｡) ｡

有絵図
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[ 行 格]

毎半菓 二十九行 ､ 行六十人字

[辺 欄]

四周双辺

[冊 / 子 形 式]

八巻 三函

[ 特 徴]

･ 第
一

巻表親と縁起 一 葉 に蔵書印が ある｡

･ 絵 はは っ きり して い て ､

･ 出版元 の 記述 はな い
｡

ii

(8)

[ 整 理 番 号]

Ⅹ

8 1 3 . 3 3 7

0 0 0 0 . 6

C 2 : 1

[ 図書 カ ー ド]

所在不 明｡

見やす い ｡

[ 刊刻 ･ 印刷 の情況]

『鬼女英雄俸評語』 四十回

京都 隆福寺路南衆珍堂書坊馨尭

[刊 行 時 期]

光緒四年歳次戊寅孟秋校字 (1 8 7 8 年)

[著 者 名]

燕北 開人原本吾了翁重訂

[ 拠 点]

無評

[行 格]

毎半菓十行 ､ 行 二十 二字

[ 辺 欄]

四周双辺

[冊 子 形 式]

二 十四冊四函

-
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[特 徴]

･ 書扉 の 裏側 に､ 『孫子書先生 (槽第) 迭給我的｡ 廿, 四 , 十四 , 胡適』 の 筆記が有 る｡

[ 映の張り紙 に つ い て]

･ 院に 『申報館児女英雄』 の 張り耗が有る ｡

･ 版式､ 更 には活字の 形までが ､ [光緒四年刊本] に同じである｡

･ 太田 (1 9 9 3) によ ると ､ 『申報館本』 に は回首 に ｢ 調寄西江月+ の 五 字が加えられ て い る

とされ て い
.るが ､ こ の版本には ､ 見当た らな い ｡ また ､ 同書 に紹介さ れて い る 『児女英雄

停』 申報館本書扉や縁起首回の 写真 とも､ 異なるもの で ある ｡

･ 太田 (199 4) で は ､ 『申報館本』 に つ い て ､ ｢ 光緒四年刊本は ､ その 後､ まもなく上海申報

館か ら鉛印本 と して刊行 された ｡ こ の 本は書扉裏 に
"

上海申報館防衆珍版印
' '

とす るめみ

で ､ 刊行 の 時期を記さ な い ｡ + と述 べ て い る｡ こ こ に い う書扉裏 の
"

上 海申報館坊衆珍版

印
”

もこ の 版本に は見当た らな い
｡

(9)

[ 整 理 番 号]

Ⅹ

813 . 33 7

0 0 0 0 . 9

[ 図書カ ー ド]

北大書名目録 N o .9 6

[ 刊刻 ･ 印刷 の 情況]

『絡囲評鮎鬼女英雄博』 四十回

上 海蛮英館石印

[刊 行 時 期]

光緒戊子年四月 ( 光緒十四年 / 1 8 8 8 年)

[ 著 者 名]

著者名 は見当た ら な い
｡

[ 批 点]

有評､ 有標点｡

有絵図｡

[ 行 格]

毎半葉十六行､ 行三 十六字

[ 辺 欄]

四周双辺

[ 冊 子 形 式]

十二 冊 - 函
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[ 特 徴]

･
一 冊 目 の 表紙 に次 の 筆記 がある ｡ ｢ 輩英館 (1 8 8 8) 石印本的鬼女英雄博四 十巻 ｡ 債三 元｡

此書在晴代小説中算是娩出的佳作了｡ 但他偏要自獅青初, 這裏面的観鑑与吾了翁両序最是

害人 ｡ 此本又光緒戊寅 (1 8 7 8) 馬従善的序, 最有用虞 ｡ 十,
三

, 七 , 胡適｡ +
･ 更に ､ 1 2 冊目 の最終案､ 第四十回終菓 の 前 に､ ｢ 民囲十年, 四月 八 日, 看 一 遍 ｡ 我第

一

次

讃此昔時､ 似乎在上 海南市公家抽桟内, 約在光緒廿年｡ 胡適｡+ の 筆記が有 る ｡

･ 書扉に未印が有る ｡

･ 太 田 (1 9 8 4) に は､ ｢ 光緒十四 年に は､ 上海 の 輩英館か ら ､ 石印本 が出版 さ れた ｡ 毎回初

めに挿絵 二葉 ､ その 首菓に
` `

光緒十三年歳次丁亥秋日 上元柳渓陳作梅給於蛮英館
･ ･

と著す

る ｡ 計8 2 幅｡ (平凡社版 『中国古典文学大系巻4 7』 に収録 してある)+ と の解説がある ｡

5 . 小 結

『北京大学蘭書館蔵古籍善本書目』 北京大学固書館編な どにも､

一

部 の蔵書が収録され て

い るが ､ 『児女英雄博』 に関して は ､ 収録数はさほ ど多くな い ｡ こ れまで の 北京大学図書館

で の 調査 にお い て は､ カ ー

ドに記載され て い な い 版本 が存在する ､ 同じ種類 の 刊本が ニ セ ッ

ト存在する等の 問題に遭遇 した ｡

当初は複数 の 版本を､ 同時に並 べ て閲覧する こ とが出来なか っ たた め ､ 数回に渡る調査 の

中で ､ 徐々 にその存在や情況を確認する に至 っ たもの が多い ｡

更に ､ 図書カ ー

ドに つ い て は､ 北大書名目録､ 北大善本特蔵目録 ､ 馬氏特蔵書名片 の 三種

類 の場所か ら ､ 『児女英雄博』 に関す る版本を見 つ ける こ と が 出来た が ､ こ の よう に､ カ ー

ド の整理が - 箇所 でなされて い な い こ とが ､

, 更に混乱に 陥り易 い 情況を生 ん で い る ｡

こ の ような経緯を考えると､ 今回の調査 によ っ て ､ 北京大学図書館古籍善本閲覧室が所蔵

す る 『児女英雄倖』 の 版本 の全てを ､ 完全 に把捉できたか どうか ､

一

抹 の不安が残 らな い で

もな い ｡ しか し､ 調査 に通 い 始め た当初､

一 冊ず つ しか閲覧が許さ れず､ 同 じ [ 光緒四年刊

本] が ､ 行く度に違う峡に入 っ て ､ 書庫か ら出て きたり して ､ 混乱 した時の こ とを考えると ､

多少なりとも全体像を把握し､ これら の整理を進め る こ とが出来たと思う｡

また更に､ 今 回情報を収集 した版本 の 中に､ 語桑研究 の 資料 と して 研究価値 があると見 ら

れ るもの も含まれ て お り､ こ の調査によ っ て ､ 相応 の 成果を得 られた と思う｡ 今後､ 語桑な

ど の 方向か ら ､ 今回 の調査 で疑問の 残 っ た版に関する調査を進め ､ 善本 に関する研究に取り

組んで行きた い ｡

こう した貴重な版本を､ 実際に閲覧する こ と が出来､ 更 に
一 部の撮影を許可 された の は､

非常 に有り難 い こ とで あ っ た ｡ 最後 に､ 北京大学図書館古籍善本閲覧室 の 司書 の先生方 に感

謝の気持ちを記 しておきた い ｡
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< 注 >

1 こ の 結果は ､ 2 0 0 2 年 5 月 ｢ 漢語史 ･ 敦燈学国際学術研究討論会+ (於 : 杭 州市) にお い

l l

て ､ 発表 した 『関与 ｢ 児女英雄博+ 的抄本
- 従語裏方面的考察

-

』 にまとめ てある｡

『絡固正嶺鬼女英雄停』 と い う書名 の版本は ､ 現在管見 の 及ぶ と こ ろ で は ､ 二種類｡

① 『給囲正療鬼女英雄博』 十六巻 上海広益書局石印本 (遼寧省図書館蔵)

② 『絡 囲正凄鬼女英雄侍』 正四十巻 上海大成書局 19 2 3 年 石印本 (京都大学文学

部)

刊行年か らみ る と､ 書扉 に､ 光緒壬辰刊 ( 光緒十人年/ 1 8 9 2 年) とある の で ､ ①の 可

能性が あるが ､ 現段階で は ､ 確認できて お らず､ 刊行元は特定出来て い か ､
｡

< 参考文献 >

太田辰夫 19 84

(太田辰夫著

太 田辰夫 1 9 9 3

(太 田辰夫著

陳国慶 1984

｢『児女英雄博』 校読雑記+ 『東方』 44 号 1 1 月

1 995 年 ｢ 中国語文論集 文学篇+ 汲古書院 に収録)

｢ 訓話と校勘+

1 9 9 5 年 ｢ 中国語文論集 語学篇 ･ 元雑劇篇+ 汲古書院 に収録)

｢ 漢籍版本入 門+ (沢谷昭次訳) 研文出版

文康作 立間祥介訳 19 7 1 ｢ 児女英雄伝+ ( 中国古典文学大系巻4 7) 平凡社

< 補 >

今回､ 特別 に､ 書扉など の撮影が許可され た ｡ 以下､ その 中の 一 部を紹介する ｡
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(1) 『鬼女英雄倦評話』 四十回

京都隆福寺路南緊珍堂書坊尊兄 光緒四年歳次戊寅孟秋校字 木活辛

書扉 (秦)

(3) 『鬼女英雄倦評話』 四十回

京都隆福寺路南緊珍堂書坊発見 光緒六年歳次庚辰孟煉校字 木活辛

書扉 (秦)
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( 3) 『鬼女英雄倦評話』 四十回

京都隆福寺路南緊珍堂書坊登克 光緒六年歳次庚辰孟畑校字 木活辛
書扉 ( 慕)

(4) 『給国見女英雄倦』 四十回

第 一 回 ( 絵図)

- 1 0 2 -



蔓蜜 育

三ニ

局
境}
寡
雄

鰭

(5) 『全国足本正編鬼女英雄倦評話』 正編 十 二 審 四十回

上海放新書局 出版 民国十 二 年

書扉 ( 慕)

( 7) 『給囲正績鬼女英雄偉』 四十回

首回
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(8) 『鬼女英雄倦評話』 四十回

京都隆福寺路南緊珍堂書坊蓉克 光緒四年歳次戊寅孟秋校字

映 ( 元)

(8) 『鬼女英雄倦評話』 四十回

京都隆福寺路南緊珍堂書坊登克 光緒四年歳次戊寅孟秋校字

書扉 (慕)
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(9) 『給園評鮎鬼女英雄倦』 四十国

光緒戊子年四月上海斐英館石印

最終葉
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